
 

 

■はじめに 

   ５月に入り、県内各地で夏日を記録するような気温の高い日が増えてきました。  

ＧＡＰでは人権保護や労働安全の観点からも農場での熱中症対策は、大切な取組

みひとつです。夏本番を迎える前に、予防対策や緊急事態が発生した際の応急処置

手順、緊急連絡先一覧等を今一度確認しましょう。 

 

■トピックス  ～優良事例紹介～ 

  ＧＡＰを進める中で人権保護や労働安全の取組みは、後回しになりがちです。 ぎふ

清流ＧＡＰ推進センターでは、これらの取組みの優良事例として「リッチフィールド株式会

社 湘南農場」を訪問しました。 

本農場は、トマト、パプリカ、いちご等でＧＬＯＢＡＬG.A.P.認証を取得し、外国人を含

む従業員との円滑なコミュニケーションや自然災害に対する従業員の安全確保等、人権

保護や労働安全に積極的に取組まれていますので、その一部をご紹介します。 
 

リッチフィールド株式会社 湘南農場 （神奈川県藤沢市） 

 

〈従業員とのコミュニケーションづくり〉 

・外国人従業員を積極的に雇用 

・資料や掲示物はすべて、日本語と英語の 

二か国語で表記 

   ・朝礼やＯｎｅ on Ｏｎｅミーティング、ＬＩＮＥ   

    を活用した積極的なコミュニケーションづくり 

 〈従業員の自然災害対策〉 

 ・過去の被災経験（ハウスの浸水）から危険要   

因を徹底的に洗い出し、浸水の深さや警報の  

発令等、避難の判断基準を明確化 

  ・地元自治体のハザードマップを参考に独自の 

ハザードマップを作成して従業員の安全な帰   

宅経路を確認、周知 

〈従業員間の情報伝達の仕組みづくり〉 

 ・収穫作業担当者が病害虫を発見した際は、  

「虫カード」を発生箇所に設置して、防除担当 

者に情報伝達することで適期防除を実施 

 

 

 

 

 

 

 

【緊急連絡先はイラストと 

二か国語で分かりやすく掲示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「虫カード」による情報伝達】 



■国際水準ＧＡＰで重要となる新たな視点 

○新規評価項目の紹介（サービス提供者の力量評価）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜様式例＞取引先一覧・力量評価記録 

取引先について、信頼のおける相手であるかを評価し、必要に応じて見直します。 

力量評価が△や×の場合は、取引を中止するか、業務改善を依頼しましょう。 
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○食品安全に係る全てのサービス（資材、検査、メンテナンス等）の提供

者の力量評価を行い、力量に不足がある場合は使用しないなど必要な

対策を取っている。 

「全てのサービスの提供者の力量評価」とは何ですか？ 
具体的には、どんな取組みをすればいいのでしょうか？ 

「全てのサービスの提供者の力量評価」とは、肥料や包装資
材、燃料の購入先、残留農薬検査や機械修理の依頼先等、農場
が直接やりとりする取引先の信頼性を判断することです。 
具体的には、契約状況や資格の有無、過去の取引状況、トラ

ブル等を確認し、書類として整理する必要があります。 
信頼性を判断する際は、行政からの情報や周辺農業者、同業

者からの評判等も参考になります。 
評価記録の様式は、下記を参考にしてみてください。 

力量評価 


